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御卒業おめでとうございます 

校長 村山 孝 

校内の桜は開花の準備をし、農園芸班が育てた花たちは見事に咲いています。今年も希

望の春がやってきました。 

 そのような季節の中、本日、３月 19日（水）に第 34回卒業式を挙行いたしました。40

名の卒業生が新たな社会へ羽ばたいて行きました。卒業生の保護者の皆様には、本校教員

から呼名を受け、卒業証書を受け取り、お子様の卒業が認定される姿をご覧になって、こ

れまでの御苦労が実をむすぶ瞬間を実感されたのではないかと、御推察いたします。お子

さま方は、心身共に立派に成長されて、本日、卒業の日を迎えました。お子様の御卒業を

心よりお慶び申し上げます。４月から新しい社会での生活となります。卒業生の皆様には、

健康で、社会生活が充実することを切に願っております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆☆☆☆☆☆☆☆「後期 個別指導計画」について☆☆☆☆☆☆☆☆ 

本日、３年生の皆さんに「個別指導計画」を渡しました。「個別指導計画」は後期の成果と課題を

記載し、作成いたしました。作成するにあたっては、担任や教科等担当がお伝えしたい内容を精査

するとともに、生徒の成長や今後頑張ってほしいこと等を整理し、作成いたしました。御家族等で

は、お渡しした「個別指導計画」を下に、後期を思い出し、後期や１年間の頑張りについて、お子

様とお話ししていただけると幸いです。お子様への励ましの言葉も忘れずにお願いいたします。 

 

 

村山校長先生から卒業生の皆さんへ 

卒業生の皆さん、卒業おめでとうございます。心からお祝いいたします。皆さんは、こ

れまでの学校生活の中で、友と出会って友情を育み、勉強や学校行事、そして、部活動に

努力を続けてきました。皆さんは４月から新しい社会での生活を迎えることになりました。

いろいろな人との出会いもあると思います。職場などの職員やスタッフの皆さんと良好な

関係をつくり、自分が持っている力を一生懸命に発揮してほしいと願っています。そして、

健康には注意し、夢をもち、充実した生活を送ってください。田無特別支援学校から新た

な社会に出ても、皆さんに伝えました “Let’s try it ! ”（レッツ トライ イット！）どん

な時でも、前向きに頑張ろうとする気持ちを忘れないで頑張ってください。 

結びに、皆さんが学んだ田無特別支援学校は、生涯皆さんの母校です。「素直な 

心」「優しい心」「つながる心」を育み、「あいさつ」を大切にする田無特別支援学 

校を、いつまでも忘れないでください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❖❖❖❖❖❖❖❖ 防災について ❖❖❖❖❖❖❖❖ 

 東日本大震災が発生して、14 年が経ち、能登半島地震から１年が経過しました。被災地の復興

も進んでいるようですが、十分に復興されていない地域もあります。災害の大きさを改めて強く感

じています。 

日本は大変地震が多い国ですので、今後も地震対策や防災対策が必要となります。卒業される保

護者の皆様に以下のことをお伝えいたします。 

各御家庭では、防災・減災等の準備はされていると思いますが、学校を卒業しますと、進路先等

との連携や地域との連携が重要となってきます。是非、東京都や地域の防災対策を確認し、積極的

な地域との連携を行ってほしいと思っています。 

なお、本校は西東京市と「福祉避難所」としての正式に協定書を取り交わしています。本校は「要

配慮者対応（避難所で避難生活を送ることが困難な障害者等）」の福祉避難施設となります。参考

にしてください。 

◇◆◇◆◇◆◇◆ ３月避難訓練の様子 ◆◇◆◇◆◇◆◇ 

３月７日（金）に今年度、最後の避難訓練を実施しました。今回は地震を想定した取組

みでした。生徒の皆さんは、しっかりとヘルメットをかぶり、落ち着いて避難することが

できていました。 

今回の避難訓練では、東日本大震災を話題にして、大きな地震が襲ってきたときの避難につ

いて学習しました。 

◇教室等で地震が起きたら何をしますか？ 

⇒①机の下などに入る②ヘルメットをかぶる③ドアを開ける 

◇３月 11日起こった大きな地震は何と言いますか？⇒東日本大震災 

◇東日本大震災が起こった年は何年ですか？⇒2011年、平成 23年 

◇能登半島地震はいつ起こりましたか？⇒2024年 1月 1日 

◇生徒の皆さんにとって一番大切なものは何ですか？⇒命 

以上の学習内容を質問の形で行ったところ、ほぼ全て答えることができました。東日本大震災 

から時間が随分経ち、生徒の皆さんにとって幼かった時に起きた地震でしたが、内容をよく理

解し、私（村山）の話もよく聞いていました。災害が起きたとき大切なことの一つに「自助」

があります。自分自身で命を守ることが大切です。今回の避難訓練では、生徒の皆さんがヘル

メットをしっかりかぶり、落ち着いて行動するなど「自助」ができていました。生徒の皆さん

の成長を実感しました。 

御卒業 

おめでとうございます！ 


